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アプローチ

検証

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

システム開発の現場では, 概念モデルやユース
ケース図／記述をもとに, 体系的, 網羅的には
分析・設計を実施していないことが多い. また, 
設計の正しさを検証していないことが多い.
その結果, 実装から設計への手戻りが発生し, 
ソフトウェア品質の低下をまねている.

今回の演習では, 現金残高管理システムを対
象として, UMLを用いて, 概念モデルやユース

ケース図／記述の作成から設計までの一連の
分析・設計作業を行った. そして, 検証ツールで
あるLTSAを用いて, 設計の正しさを検証した. 設
計の段階で不具合を検出, 解消することで, ソフ
トウェア品質の低下を抑える効果を確認した.

考察
1. 確認できた効果

• 設計段階から不具合がありそうな箇所の
確認, 客観的な検出, 解消

• 設計の正しさを説明できる
2. 現場適用の課題

• コスト
• 適用の難しさ

3. 現場への導入に関する検討
• コストを下げ, 導入の敷居を下げる

4. 手法に慣れた後, 現実の開発に適用
• 検証にかかる対応工数と, 手戻りによる

工数や障害発生時の工数等を比較して, 
適用箇所を決める
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